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1．はじめに

今年8ﾉlと9川三砿短川大学在外研修として、

ILOにおいて、研修を行う機会力奪えられた。ILO

では研究番を受け入れる制度を持っていなかった

こともあり、在ジュネーヴ国際機関日本政府代表

部、伊郡参，IF官のお世話により、労使関係・労働

行政A,]，労側行政部（ADMITRA）において、

研究篭、盗料の提供等便宜を受けることが出来る

こととなり、職業紹介システム、とりわけ外国人

労働者に対するシステムについて研究を行うこと

が出来た。滞在期間が2ケ月と短かったこと、私

の語学力不足等により、当初予定した研究を充分

に極めたとは云えないが、私がこれまでILO文審

を理解する上で見過ごしてきた幾つかの点がある

ことに気づいた｡例えば条約案作成過程での、基

磯的リサーチにおける日本法制、労使関係システ

尾崎正利

ムに関する資料（ライブラリー）の決定的な不足、

客liM的に見れば特定の洲11の法1iﾘ盗料参照への11冒

倒的な偏覗、またこれらリサーチを行うexperl

staf『の欧米への伽in（採川拭験において非公用

語言語が排除されていることにもj舟咽があるのか

もしれない）がよく剛解でき、今後一脚正確な浅

科解説が期倦できるのでは、というのも成果でな

かったかと考えている（このことについては、別

の機会に詳しく述べることにする)。

私がADMITRAに所偶して研究が出来たのは、

伊深参蔀奄がILO出向中に知己を得た、同局労働

法・労使関係部LEG／R皿』尼崎余人部長に私の

受け入れを依頼したものの、同部には空きがなく、

そこで私の研究テーマからADMITRAの部畏で

あるJGanCOURDOUAN氏（フランス）にI闘

接受け入れをお願いしていただいたことによる。

ILO本部：西側より正面入口を眺む
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尾崎部長は、パリ大学卒業後ILOに採用され、以

来ILO事務局に勤めてこられ、しかも日本がILO

に復帰して間もなく勤務に就かれた草分けの人材

で、フランス語に堪能な極めて有能なchief

expertである。彼には、忙しい中、いろいろ相

談を持ちかけては仕事の邪魔をしてしまった。し

かし時間を割いて私につきあっていただき、レポー

トの点検までしていただいた(PrivateEmploy‐

mentAgenciesandMigrantWorkGrs‐An

OverviewofJapanescRegulationsand

Practices‐)。今後の私の研究にILOでの成果が

現れるとしたら、それはひとえに尾崎部長の親切

な配幽のたまものである。

紙面を借りて感謝したい。

ところで本年度の総会謹案の一つであった「契

約労働」の担当がLEG／RELであり、部長とは

この条約案について、特に日本の受け入れ可能性

について話したことがある。条約案については3

年間のリサーチの後、修正の上再度提案されるこ

とになっているが、経営合理化に起因する作業の

外注化等の雇用形態の多橡化が進む中、それら周

辺的屈用関係を労働法の保謹の中に組み入れるべ

きかどうか、基本的な部分に労使の厳然とした対

立があり、しかも日本のように使用従屈関係の下

に労勘法適用を可能とするシステム（相当部分カ

バーされるが、裁判等を通じて行う救済が主たる

ものである）とどのように調整すべきか、また日

本のようなシステムにおける問題点について、判

例の動向等雑談ながらいろいろ意見の交換が出来

た。この条約案については最終報告密（総会提出

基本資料）ContractLabourReportⅥ(1)(2)

を頂いたので、さらに定誕規定の問題点等につい

て意見交換をと思っていたが、滞在中には果たせ

なかった。ただ部長は、今後の見通しとして、条

約内容を個別的労働関係にのみ限定し、団体交渉、

労働協約の適用問題を各国の国内規制に委ねる方

向が成立の可能性を増すのでは、との感想を示さ

れたことを付記しておこう。

2．ILOの環境と施設について

】LOは、レマン湖の西の丘陵地域に、European

OrganizationfOrUnclearResearch，Inter-

nationalBureauo『Education,International

OrgamizationIbrMigralion，International

TelecommunicationUnion,UnitedNations

officealGeneva，EconomicCommission

forEurope，OfIiceoftheUnitedNations

HighCommissioncrforRcfugces，World

HealthOrganizalion,WorldMcteorological

Organizalio､，WorldIntcIlcclualProperty

Organizalion，WOrldTradeOrganization

といった国際機関とともに在り、建物は、公園と

してきれいに整伽された散地面糊25エーカーに、

南北方向に緩やかな弧を描いて、正面玄関（西）

から上11階、下方3脳（Rl～R3）の部分から

成る。正面玄関の前而からFcmey街道の間は馬

十数頭を放牧する広大な牧珊があり、北側は小麦

畑、その東に向かって続くWHOが在り、南側に

はMorse通りを挟んで広大な敵地を持つロシア

駐在耶務所、香港駐在耶務所等があり、幹の周り

が4から5メートルはあろうかと思われる大木か

らなる紐蒼とした森の中に位世している。芝地は

よく手入れがされ、滞在中幾度となく芝刈り機が

入っているのを見た。

iF而玄関を入ると、R3フロアーで、中央部分

が吹き抜けの空間として残され、左右両甥に施設

がある。右側（南）に大会狐室（理耶会が行われ

る)、及び小会護室が6室あり（さらにR2に5

室)、大会護室の人口壁面には歴代耶務局長の肖

像画が掲げられている。今期で退任するMichel

Hansenne(Belgium)氏の分は退任後追加され

るであろう。ちなみに、初代局長AlbertThomas

(France)1919-32,HoroldBButler(UK)1932-

38,J。hnG．Winant(US)1939-41．Edward

J，Phelan(Ireland)l9uIl-48，DavidA・Morse

(US)1948-70,WilfredJenks（UK）1970-73,

FrancisBlanchard(France)1974-1989である。

なお第9代耶務局長には、南半球から初めて、チ

リ国連術駐大使のソマビア氏が選ばれ（第271会

理耶会)、1999年3月4日就任することが決定さ

れている。毎年6月に行われる総会は、ILOに適

当な会喝がなく、パレ・デ・ナシオーンの大会謡

喝で行われるとのことであった。南堵にカフェテ

リアがある。ここはRl北端のカフェテリアとと

もに、喫煙が杵される数少ないサンクチュアリで

ある（喫煙者にとって)。ILOの建物内では個人

のオフィスを含め一切喫煙が錆止されている。従っ

て私もこの場所は滞在中一番よく利用したところ

であり、1杯1．60スイスフランのコーヒーを、

2ケ月の湖在中叶算によれば（1日3回、40日）

120杯ほど飲んだことになる。コーヒー自身に

「こく」があり、それほど刺激を感じないなど、

おいしいことも理由に挙げられようが、喫煙でき

ることが節一の利用目的であった。毎回同じよう

な顔ぶれになり、ソファーを縦り合ったり奇妙な

巡柵感があった。
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R2南側にはライブラリーが、北側には郵便局

とレストラン、セルフサービス方式のレストラン

(組合せや鼠が自由に選択できる野菜サラダが人

気）があり、R1北側のカフェテリアにはサンド

ウィッチ類の種類が多く、庭で食事も出来るよう

になっており、なかなか盛況であった。ここにも

出入口があり、Appia通り（パス停留所BIT）に

出て、国際赤十字・赤新月博物館（昼食時には、

中庭で時々コンサートが催されていた）は通りを

隔てた向かい側にある。

R3から上はすべて事務局のフロアーで、29局、

1特別顧問から成り、私はそのうちの労働関係・

労働行政局に所属し、5階の74号室を提供され

た。部屋からはレマン湖を望むことが出来、モン

プランの方向にも視界が開けていたが、とうとう

モンプランを部屋から見る機会がなかった。各フ

ロアーは、建物の栂造から縦長で、中央部に書眼

等の資料保管スペース、印刷、ファックス受信機

等の設置スペース、トイレ、エレベーター、湯沸

かし設備等が設けられ、その両側に通路があり、

窓に面してそれぞれのオフィスが並び、北から南

に向かって順次、左側が偶数、右側が奇数番号で

焼いていた。従って偶数番号のオフィスにレマン

湖が開けることになる。隣76号室は空き部屋だっ

たが、9月にアソシエート・エキスパートとして

新規に採用された中山順子さん（同志社大学大学

院修士課程で労働法を専攻）が入室され、時には

ティータイム（喫煙タイム）にお誘いしたりして、

情報交換など楽しいひとときを過ごすことも出来

た（彼女には資料の提供など、帰国後もお世話い

ただいている。ここで改めて感謝を表しておきた

い)。

3．ILOスタッフの勤務状況について
各オフィスの間取りは、私の勤務する三重短期

大学の研究室とほぼ同じで、間口2メートル、奥

行き6メートル程度ではなかったかと思う。これ

が基本単位で、各部の部長（ChieDの部屋はこ

れを3個分ぶち抜いてあり、その隣に秘瞥室（5

人内外が配屈されている）があり、3ないし4部

屋分のスペースがあった。シニアーエキスパート

クラスでは2部屋分のスペースを占有する例も見

られた。オフィスのドアーには漣をかける装置が

なく、不在の時にドアーを開けておき、在室中は

閉めておく例が多く見られた。私もそのようにし

たが、最後の方では在室中も開けておくことが多

かったように思う。

裁員の勤務時間は、フレックスタイム制を採用
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し、コア時間は午前10時から午後3時で、1日8

時Ⅲ週5日勤筋とのことであった。労働時11Mの行

理は各部部長であるが、出退勤の管理については

タイムレコーダー等がないためﾘ実上職貝の自主

性に任されているとのことであった（年休等は耶

前に部長に届け出て調整をする。8月は職貝の多

くが'1111次又期休暇をlから2週間取っており、迩

物内は閑散としていたが、9月にはいると大方出

そろい活気が出てきたように思う｡)。

またIDカード等がないこともあり、誰が職貝

かどうもよく分からなかった。従って私にも何の

管理もなく、月曜日から金剛日まで、原則として

朝9時30分から5時30分（昼の休憩は12時30分か

ら2時30分まで）の間、実質1日4時IHIの研究を

自主的に行ったに過ぎない。しかし部長クラスに

なると、朝早くから運くまで助秘していたようで

あり、また担当の会識間脳（特に絶会、聯門家会

議等）の時期になると相当運くまで仕邪をするよ

うであり、個人研究を行っているスタッフは休佃

にも出勤し、研究をしているようである。ちなみ

に休日の出勤には守衛に申し出て、名師にサイン

をして趣物にはいることになり、管理が入る（私

は1度も休日に出効しなかったので槻子は分から

ない)c

昼の休憩時間の過ごし方はそれぞれであり、職

員細合に樋々のクラブがあり、クラブ活動をする

者（勤務終了後も棚極的にしていた)、ジョギン

グをする者、芝生で読譜をする者、散歩をする荷

(私はこのタイプで、約1時間周辺を散歩するの

が日課となった。主に国際機関のある間辺であっ

たが、特に崩れかけた土作りの魚眼のある細い、

苔むした小径のMorsc通りの雰囲気などが好き

だった。また時にはパスで10分程座の旧市街へ出

かけ、カフェテリアで過ごすこともあった）など

である。

4．lLOと日本
ILOでは、1980年から会議語として、日本語の

同時通訳が認められるようになり、また国際労働

問題研究所(IILS)の下での国瞭労使関係研究会(I

IRA)は、日本労働研究侭栂が設立母胎の一つと

なったものであるが、こうした状況にもかかわら

ず、先に述べたように、労働法制や労使関係に関

する日本の状況を示す質料が殆ど見あたらなかっ

た。またスタッフもし叙一卜作成に当たり日本の

状況については、必婆に応じて、その都度外部の

研究者にレポートの作成を依頼するのが現状のよ

うであり、とりわけ日本労働法制について全般的



に知識がありそれに基づいて個々の制度の評価を

していると理解するのは困難である。例えば96号

条約については金沢大学経済学部の伍賀教授のレ

ポートDevelopmentofprivateemployment

agenciesandgovernmentpolicics，Labour

AdministrationBranch，DocumentNo．49.

1.が参考にされたようである。

このレポートは派遣業法の成立状況とその影将

について、日本の職業紹介法制の説明を下に展開

され、日本における民営職業紹介制度の抱える問

題についての包括的な解説であり、極めて優れた

業績であるが、しかしそうしたシステムを支える

労働法制全体とのつながりまで説明することは困

篭である。このレポートの内容がどこまで担当の

スタッフに伝わったのか、総会に提出された公式

のしぷ一卜からは分からない。結局は、同密の結

蓋に見られる所をそのまま取り込めば、民営職業

紹介を促進することが屈用機会の噛大に寄与する

との、ストレートに理解される恐れもある。その

こと自体に問題があるわけではなく、労働組合の

組織形態等の職業紹介システムを支える全体シス

テムの中で、公共職業安定システムが機能してい

ることが見過ごされているところに問題がある、

と思うのである。

ILOの職員数は、世界に設迩されている支部、

耶務所等を含めて2千人を超え、ジュネーブ本部

だけでも、例えば咽話幌に記戦の職員数は約千5

百人になるが、そのうち本部勤務の日本人敬員は

十数名で、しかも少なくない人数が労働省その他

政府機関からの派遣者である。今年は前出の中山

さんや堀井さんが試験に合格して採用され、徐々

に地えつつあるが、ILOへの資金的貢献度（15.2

2％）に比べ問題にならないぐらい少数である。

英語、フランス語、スペイン語の公用語の中から、

2カ国語の能力を要求される試験は日本人にとっ

てハードルが商い。しかし日本は現在、理躯会議

長（ILO担当在ジュネーブ大使）を務め、アジア・

太平洋地域会認政府部会の識長国（在ジュネーブ

駐在耶務所伊浮参事官）でもあるように、登令面

以外での画献は決して少なくはない。今後は、い

かに日本の労働法制全体の愉報を、ILO内部に継

税して蓄積して行くかにあろう。エキスパートス

タッフには、定年まで勤める者が相当いると云わ

れている。これらスタッフは、おそらく、研究の

冊報の大半をlLO内部の資料や同僚から得るもの

と推測するに簸<ない。条約案作成の基礎資料を

醐査・検討するこれらスタッフに対して、日本労

働法制に関する冊報をいかに効果的に伝えるか、

それが日本の国際社会での地位にも大きく影響す

るであろうと思われる。

四日市の戦後都市形成史
一コンビナート全面化直前期までの工業化指向の実態について（後）

坪原紳

3．県の工業化指向
（1）県への工場誘致

戦前と変わらぬという点では、県も同じであっ

た。

50年11月、県は「大工場の県内誘致に本腰を入

れることになり……基本的参考闘料を7市に依閥U2‘》、

翌51年5月には「工明適地の紹介」と題する企業

向け冊子を発行する。県は同梯の取り組みをその

後も繰り返し行う。以下は53年2月25日付『伊勢

新川』の記事である。

宮川蛇合開発など電鰍、闘諏開発計画の地屈に伴い工唱勝敗

悶悶が起ってくるので、県企画本躯では明年度から囲池工岨予

定地帯はもとより県下全般にわたる工珊立地条件の捌査を行い、

全県的鉱工場適地リスト作成の単倒を池めることになった･･･

また55年12月にも、「『県の工甥適地」と題する

写真入りのパンフレットを作成｣2‘)、配布してい
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る。

さらに積極的に工喝誘致を図るため、県は54年

4月、「工場誘致に対する県条例の制定の研究に

酒手｣"、56年3月、.｢三亜県工喝誘致条例」を制

定する。以下に見るように、進出工場に対する施

投的便宜の供与、もしくは奨励金の交付を規定す

るものであった。

節1条この条例は、照唖藁の撮興に、輪に寄与すると阻めら

れる工鳩をWfたに飢内に段凪（股因に躯ずる埴股を含

む。以下同じ）しようとする者に対し，その股因の麟

致に必餌な奨励附回を鯛じ、もって蝿経済の発展を図

ることを目的とする。

節2茶知叩は、卿条の目的に合致すると狸められる工鳩を術

定し･･････3年内に当咳工期に関し、賦腿すべき県税相

当額の範川内で、次の各号に偶げる施股的便宜を供与

することができる。

l遡路椙梁または運河の斯設または改良



第3条知駆は、特に必要があると埋めたときは、飼条の施設

的便宜の供与に代えて、当該工場につき･･…･興助金を

交付すること邸できる。

（以下第9条まで)訂）

121北勢開発

こうした全県的な施策と並行して、雌はより具

体的に、各企業を市町村に斡旋、市町村と共に鵬

致活動を進めることも行っていた。

早くは51年1月18日付『伊勢新川』紙上で、断

木理知事は「サイホン式の製粉工場を四日市に播

致する間脳を具体的に進めている」と述べている。

前述の猛士染紬の場合、そもそも同社が四日市

に着目したのは、県当局、特に知事直々の働き掛

けがあったからであった。

県当局から当社に対して三画県に逸出方を希盟せられ、その

後齢鹿市艮と県囲工課長が同遁で給血市内に工嶋設圃方を筋社

長（故）安唖要に対して申し出があり、次いで向木三m県迩取

が来社せられ前社長と里銭の結製、知寧と前社畏と通気が校合

して胸社艮は三亜県内の適地に新工珊の設固方決心したものの

ようである。その後県及び関係市役所の案内で胎鹿市と四日市

市内で工鳩適地について実地調査を行い…..､輪繋四日市市内に

分工珊の股固を計画したようすであった。…､）

54年には四日市を第1候補として、小松製作所

の誘致にも取り組んでいる。

55年4月、知事が田中覚に代わるが、工業化術

向は強まりこそすれ弱まることは全くなかった。

そして50年代後半からは、県は北勢地域の一体的

工業化を目指すようになる。57年10月22日付『伊

勢新聞』紙上で同知事は、「鈴鹿から四日市間を

繊維工業地帯、四日市市を化学工業地帯、四日市

から桑名間を亜工案地帯とするのが適当だと思う」

と語っている。59年6月には、「桑名から少なく

とも四日市まで、場合によりましては将来楠、鈴

鹿等にかけまして、一大工業都市を整術するとい

うふうな腹づもりで｣動、9市町村の参加を棚、

｢北伊勢臨海工業地帯整備計画策定協識会」を組

織、さらに同年8月、今度は三菱油化等企業側代

表も含め「北伊勢臨海工業地帯開発協会」を設立

するのである。

こうした方向の下、県は四日市市と共に57年、

日本合成ゴムの誘致に全力を傾ける。m中剥叩は

同社社長・石橋正二郎に会うこと20回、「石隅夫

人の写典をとって機嫌をとるなど｣")し、誘致に

努めたという。

58年から59年にかけては四日市市及び桑名市、

川越村を候補地に掲げ、東海製鉄の誘致連動を股

間。誘致失敗後は即、八幡製鉄と接触し四日市市

に韓旋する。また59年には、鈴鹿市への本田技研

工業誘致にも取り組んでいる。すなわち同年7m、

田川県商工水産部長軸》は「上京、本田技研本社を
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訪れて．．…．くわしい立地条件調査資料を提出｣動、

8月、やはり同氏が本田「工場建設のための農地

転用について農林省名古屋農地事務局をたずねて

折衝｣画)するなど、労を執っているのである。

（3）「北主南従」に応えて

このように北勢地方の工業化に逼進する一方、

中南勢出身謡員からのたび亜なる「北主南従」と

の批判もあり、県当局は同地方の工業化も、決し

て等閑にしていたわけではなかった。以下は55年

8月21日付「伊勢新聞』の記乎である。

県では本年度から4カ年計画で工珊誘致を侭地することにな

り･･･…鰍北部に鴎在する工場地帯を県陶にまで押し地め..…･猟

刷砿地帯は未開発資陳、豊富な宮川の水凪利用などによりアセ

テード系工嶋の誘致、海水を利用する電弧製塩････．．などの暁致

に努力することになっているc・・・

耶実、55年には尾鷲への電気製塩工場、57年に

は松阪への東邦レーヨンの誘致に取り組んでいる。

東海製鉄誘致の熱がまださめやらぬ59年6〃24

日の県識会では、中勢の一志町出身、西田佐三県

議が「中勢方面、津、一志方面にも工場を誘致で

きるように考えていただきたい」と発言する。こ

れに対し田中知事は、「中勢方面の工場誘致は、

われわれも決して考えないわけではございません……

この方面への工場誘致はこれからの課題として努

力をいたしたい｣鋤)と答弁する。そして翌60年に

は、神戸製鋼の誘致候補地として、伊勢市村松と

津市伊倉津両臨海部の立地条件澗査に肴手するの

である。同年10月、津市臨海部は日本鋼管の播致

先としても浮上している。

以上見てきたように、県の工業化の焦点は四冊

市に止まらず北勢一帯、さらには県下全域に及ぶ

ものであったが、いずれにせよ、強力な工業化指

向を有していた。つまり戦前と状況は同じであっ

たわけである。

4．他市町村の誘致連動
最後に、県内他市町村の工業化に対する姿勢を

追ってみよう。51年10月の『伊勢新聞」には、

｢訓和に描く郷土の夢」と題し、県内各首艮の地

域開発柵想を紹介する連載記事が掲赦される。以

下、いくつか抜粋する。

抑iW：「志II1ilj腿は…･･･市発腿の大国を観光施役、工鴫誘飲、

脈l帆施投の哨加の三つの外力依存主義だと標傍する，．．_I（lojI

3日付）

咽111町；「町長は付近の町村合併で鈴鹿川を改悠L，エ期を隣

致して繁栄を取り戻Lたいという･･･」（10月5日1.1）

松阪市：「庄司市長の大きな夢は、松阪港の改悠と大口港付近

を工明l也帯にすることである･･･」（10月6n付）

尾画町；「太田町長が描く尾鷲将来の暢惣は、名古腿と大阪の

中間を鰭ぷ紀州半島南培に大工室貿易郁市を実現することであ

る･･･」（10月11日付）

執名市：「川島市長は将来のためには何よりもまず桑名姫改修



を急ぎたいという．.…･桑名港が面目を一断すれば、工鳩隣致も

また可能となってくる…」（10月12日付）

鈴鹿市：「杉本市長は鈴鹿電気迎伯学園を中心にして吸西に邑

雄関係3工嶋を隣致したい。.…･工珊鱗致で典瞭上の力を興って

ゆけば自ずから理想の田園脇市と芯る°だから工唱隣政にはい

かなる楓牲もかえりみない由･･･」（10月14日付）

いずれも判を押したように、工埋勝致に地域の

未来を託していることが分かるだろう。そして実

際に50年代に入ると、どの市町村も固定費産税の

減免、砿総轄術の先行実施などの誘致条件を提示、

あるいはパンフレットを広く配布するなどし、工

場誘致活動を進めていくのである。ここでは特に、

四日市に隣接している鈴鹿・桑名の2市について、

動向を詳しく追ってみる。

(1)鈴鹿市

四日市と並びこの時期、県内で著しい工業化を

果したのが、鈴鹿市である。同市は杉本市長の

｢林間工業都市」栂惣の下、内陸部の広大な皿施

設・軍需工場跡地を次々と、平和産業用地へと転

換していった。

まず50年、次のような協定を結ぶことで呉羽紡

績の誘致に成功する。

宛9条甲（杉本市良一筆者注）は、可及的連やかに散地より

伊勢街道及び四日市一白子観（県in）に至る迩賂を幅

側8mの錨笈路に改修するものとす。

第10条乙（呉羽紡一簸名注)力卿錠内の深井戸の使用により･･････

付近の水脈に影圃を及ぼす陣は、叩においてこれが解

決を計るものとす。

期11条乙が工嶋拠薬により発生する桃水は、一切既存の工叫

周囲の排水洞に排出する。換水による河川及び海水の

汚撹に荘づく一切の問田に対し、叩は、誠血をもって、

かつ買任をもって処理するものとする。

第13条叩は、巌粟奨励のため、乙の工唱に対L昭伽調会叶年

度末まで毎年乙の負担すべe市悦に相当する合算加を

奨励金として交付するものとする。

（第14条まで)謎,

戦前同梯、工珊操業に伴う公害に対しては、市

側に解決の責任がある旨、規定されている。同工

場の誘致決定直後、50年11月、鈴鹿市姻会は県内

初の工場誘致条例、「工場設倣奨励条例」を満珊

一致で可決する。

節1条本市は、寵藁の興隆と醐工蕊の巡歴とに寄与する工明

を股画する稀に対し、この条例の定めるところにより

奨励金を交付する

第4条奨励金は耶蒙開始の年度から3年度間交付する

（以下第9条まで)”

52年8月には旭ダウの鋸致に成功するが、同時

に上の条例を改正、奨励金の交付に加え「税の減

免措世」を導入し、また市長裁赴による優遇期間

の弾力化を図る。そして引き統き、今度は大東紡

の誘致に全力を傾注する。以下は52年9月9日付

｢伊勢新聞」からの抜粋である。
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工期隣致による大館肥市建股のため杉本市長はここ両3年、

寝食を忘れて璽奔西走･･･…大東紡工鳴を鴎致すべく聾命の努力

を峡けており……8日同市艮は同社名古囲市工瑚を訪れ最後の

交渉を行ったが、これと同時に市識会各常任委艮長6名の別働

隊は上鼠して本社に猛連動を行うことになっており..････市長は

じめ市会ではあらゆる蟻牲を慨します逼辿している｡

一ノ宮との誘致合戦となるが同工場の誘致も果

し、さらに56年5月には「工瑠前道路の舗装、固

定資産税3カ年免税など｣瓦)を条件に、倉毛紡の

進出が決定する。こうして同年11月9日付『伊勢

新川』では、「終戦当時約70万坪の旧軍施設が平

和産柔に転用され、着々産粟振興が行われ林間工

業都市いま一歩というところへ来ている」と報じ

られる。そしてこの林間工業都市の実現を決定的

なものとしたのが、本田技研工業の誘致であった。

59年4月、県から同社の紹介を受けると「数回

にわたって市首脳が上京、猛運動を続け｣、「多く

の般争地をさしおいて｣重’8月、誘致を勝ち取る。

同社に対しては敷地買収の斡旋、工場周辺道路の

鮒装、奨励金の交付といった措髄の他、新たに設

立された市開発公社が社宅の建設を請け負うなど

し、便宜を図っている。

一方59年には、県と協力し海岸部の地盤調査に

務手、臨海工業地帯の建設をも視野に入れるよう

になるのである。

12）桑名市

対照的に桑名市はこの期間、ほとんど工業化が

進展しなかった。しかし工場誘致のための取り組

みは、もちろん進められていた。特に57年、中経

迎による大製鉄所の設立計画が発表されると（58

年9月、「東海製鉄」として設立)、同市はその誘

致に四日市市、川越村と共に、熱心に取り組むよ

うになる。すなわち57年12月16日の市議会は、製

鉄所播致のための特別委員会を設立することを決

め、同時に工甥誘致条例を可決する。また翌年6

月には、同市の立地条件の優秀さを解説した冊子

｢東海製鉄所造成計画概要』を作成、関係者に配

布する。

桑名の場合、民間の動きも活発であった。以下

は商店街迎合会の誘致活動を伝える『伊勢新聞』

の妃耶である。

桑名市商店iji連合会･･････は製鉄所騰致運動に一役買おうと、

先に市内商店4千人の署名運動を行い、店頭に「製鉄所を桑名

市へ」の叙スターを謡って市民に呼び掛けてきたが、今度は同

市八軒通りなどの目抜き通り10カ所に、同文句を大宙した赤地

の佃断幕を担げ、隅致熱を盛り上げることになった。．..”）

その他、自治会迎合会、あるいは地区労協も、

署名運動などの取り組みを見せている‘｡)。

東海製鉄は結局59年6月、愛知県横須賀地区へ

の立地が決定するが、四日市同様桑名市も、引き



続き軍工業、化学工業の誘致に努める。そして同

年8月17日の臨時市議会は、三井不動産との共同

事業で城南干拓地先331haを埋立て、工場用地を

造成することを可決するのである伽)。

5°まとめ

このように四日市市も三重県も、さらには県内

他市町村も、工業化に対する姿勢は少なくとも60

年頃までは、戦前と変わるところが無かった。い

ずれも強い工業化指向を持ち、工場誘致活動を積

極的に進めていた。そしてこの背景に時には別の

要因が加わって、やはり戦前と基本的には変わら

ぬ都市形成活動が、四日市で展開されることとなっ

た。

自ら工業化を発展と同一視し、しかも他市町村

が誘致に躍起となっている状況では、工業開発・

工場操業に対する規制は最小限にしたい。一方、

計画行政思想は未だ成熟しておらず、また相変わ

らず農漁民は生産環境の維持に妥協的である。こ

うして民間による工業開発は放任され、工場操業

も厳格には取り締まられない。

戦後の相次ぐ工場の公災害は、行政当局に住工

分離の必要性をようやく認識させた。しかし工業

化に対する強い欲求、あるいは周辺市町村の誘致

活動により惹起される焦りが、住工密接の弊害を

直視せしめない。また、近代的設備に根拠なき期

待をかけさせることになる。以下の、八幡製鉄に

よる公害の可能性を問われた平田市長の言葉は、

このことを典型的に示している。

近代的製鉄所は旧来のようなものではない。千葉市の川崎製

鉄所を見てもわかるとおり、ばい煙など問題lこしていない。工

員もまつ照になって働いているものは一人もいない。･･･…すべ

てがオートメーシ四ンになっている。・・…･筋鉱炉にしても・白

糸の滝‐のように流れ出て3．4メートル離れておればちっと

も熱いとも想わない。製鉄所に対する古い考えを変え広いとダ

メだ。･･･42）

結果的に市・県当局は住工分離に努めることを

怠り、住環境を無視した工場立地行政を進めてい

く。

さらに四日市市の工業化指向は、その予算措置

を通じて生活環境整備の遅れをもらたしていた。

先に見たように産業基総轄鮒としての三大事業に

は、「惜しげなくわれわれとしては支出」する。

起債の認可を国に求める際も、優先順位ははっき

りしていた。例えば54年3月22日の議会で鬼頭建

設部長は、公約していた下水道の53年度着工がで

きなかった理由を、次のように述べている。

市内におきましての事業の緩急fii序がございまして、昭和28

年度におきましてはまず工案用水、上水道、その次に下水通と

いうような顧序で本省に渡りをつけた関係上、起憤の関係で28
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年度は不成功に終ったのであります…43）

結局生活環境整備は、産業基盤諮備のついでの

ような形で取り組まれることになる。以下は井戸

水の塩水化に悩む磯津地区の住民が、市に上水道

の敷設を要求したことに対する市側の回答である。

この工耶については総費も相当かさみ早急に手を付けるわけ

にはいかぬ．.．･･･そのうちに火力発電所も実現することだから、

これと併せて恒久的な対篭を練っている...･･･もう少L我慢して

もらいたい…41》

工業化重視の姿勢は財政面だけでなく、より直

接的に人員面でも生活琉境整備に影響を及ぼして

いた。例えば下水道計画の遅れは、前述の全日本

農機具大博覧会とも関係していた。52年1月28日

の市議会で、水野栄三郎市議に「建設部長は（前

年一証者注）8月中には下水計画ができ上るとい

うことを確約せられたにかかわらず、今だにそれ

ができ上っておらない」と難じられ、同部長は次

のように答弁している。
守寺

たまたま博覧会とい･うものができまして、この家の立退き、

博覧会場内の亜地その他に下水道調査の係の者を重点的にもっ

て行っておる関係上、多少遅れます･･･‘5）

また58年6月23日議会で錦安吉市議が、「農繁

期に橋梁が折れ、その忙しいさ中に通行に支障が

あるにもかかわらず、これを何日も何日も放って

おく」と具体例を上げ市の土木工躯が遅いのを指

摘すると、城井土木課長は「最近工場誘致その他

の調査にほとんど課の者を動員しておりました関

係もあって、一時仕躯の進捗が遅れた｣‘6》と理由

を述べる。57年から58年にかけ、市が県と共に全

力を傾けていたのは合成ゴムの誘致であり、この

ための地質調査等で手一杯で、一般市民向けの土

木工躯が滞っていたわけである。

以上見てきたように、四日市市・県の工業化指

向、及び周辺市町村の工甥誘致活動は、この時期

におけるさまざまな都市形成活動共通の背景となっ

ているのである‘?)。

注

引用文は当用漢字、現代仮名遣いに改め、必要

に応じ句読点を加えた。

24）『伊勢新聞』50年11月9日付

25）「伊勢新聞j55年12月18日付

26）『伊勝訴IM1j54年4月13日付

27）三曲県砺g三m県史資料編現代2産業・経済．”

523～525（｢66三璽県工鴫誘致条例の制定｣)．923．ただし

本条例は、適用工嶋の指定自体遅延に逓延を砿ね、進出企藁

に多くの便益を与えられぬまま、71年10月廃止となる。

28）10)と同じ．市議会産業経済委員会が本社を訪問した際の、

会社閲幹部による説明。

29）三館県議今岡識室所蔵『昭和34年三価県議会定例会・塵

時会会議録」（59年3月2日議会での知事発鳶）

30）『伊勢新聞」57年12月31日付

31）田川亮三。72年より95年まで三節県知事．



32）「伊勢新聞」59年7月24日付

33）「伊勢斯聞」59年8月19日付

狐）三m県湿全図醐宝所載「昭伽34年三m県鼠会定例会・鴎

時会会譲録』

35）27)．pp508～510（｢62鈴鹿市の呉羽防繍㈱鱗致｣）

36）27)．PP510～513（｢63鈴血市の工鳩股圏奨励条例｣）

37）『伊勢新聞』56年5月11日付

38）「伊勢新聞｣59年8月18日付

39）『伊勢新聞」58年4月25日付

40）ただ次の腿躯を見ると、一般市民の間心は必ずしも商〈

なかったようである。

桑名市製鉄所誘致連動協凝会主値の東海製飲所隣致市民大

会は14日……市民約150人が魯加して開かれた。。…･･しかし

この大会に対する一般の関心はうすく、市当岡の動きに比fく

わずか150人という典まりでものたりなかった。（｢伊勢研聞」

58年12月15日付）

41）しかLiu民の反対が強く、縮間断念される。

42）r伊勢WiIm」60年2月6日付

43）12>と同じ。

44）r伊勢折聞」54年1月19日付。な把工案化、視の予算棚

田は、公共住宅の立地明所にも彫を落していた。趣設コスト

を抑えるため、工粛間発に伴い笹僧された社会資本をﾘﾘ用す

る方向へと向い、納果として工期地帯の隅狼囲所を選択して

いくのである。

45）12)と同じ。

46）12)と同じ。

47）この時期のもう一つ、嬰な筋市形成活動として、石油化

学関連工明が地殖したことがあるが、これについては市・蝦

の工藁化脂向、あるいはそれに艦づく面おの工瑚鴎致活動は

あまり寄与していないと思われる。部圏は別檎に顧る。

〔 受入図書一覧〕

本研究室で平成10年9月以降に受け入れた図密は次のとおりです。

亜光白書平成10年版総理府

環境白嘗総説 平成10年版環境庁

環境白瞥各識 平成10年版環境庁

防災白替平成10年版国土庁

通商白書絶諭平 成 1 0 年 版 通 商 産 業 省

通商白瞥各識平 成 1 0 年 版 通 商 産 業 省

建 設白書平成10年版巡設省

公務員白替平成10年版人事院

経済白書平 成10年版経済企画庁

厚生白書平成10年版厚生省

通信白啓平成10年版郵政省

科学技術白寄平 成 1 0 年 版 科 学 技 術 庁

労働白書平成10年版労働省

婦人白智19 9 8 日 本 蝿 人 団 体 連 合 会

保育白書.98全国保育団体迎合会・保育研究所

図説高齢者白寄1998三浦文夫

愉報化白書1998剛日本冊報処理開発協会

アンケート調査年鑑1998上・下武内宏

高齢社会基礎資料年艦1998.99年版

エイジング総合研究センター

社会保障年艦1998年版健砿保険組合迎合会

日本労働年鑑1998年版第68典

大原社会問題研究所

民力'98朝日新聞社

家計調査年報平成9年総務庁統計燭

経 済 要 覧 平 成10年版経済企画庁調査局

地域統計要覧1998年版地域振興整備公団

文部統計要覧平成10年版文部省

地域医療基礎統計1998年版

厚生省大臣官房続計冊報部

－8－

余暇･レジャー総合統計年報'98－，99

㈱食品流通愉報センター

中小企業施箪絶覧本絹平成10年版

中小企業庁

中小企業施箪絶覧資料縄平成10年版

中小企業庁

過疎対鐘の現況平成9年版

国土地方掻興局過疎対箪室

職貝の給与等に関する報告及び勧告

平成10年10月三m県人耶委員会

躯殺内密平成9年版迩投省

保育白僻1997全国保育団体連絡会･保育研究所

蝿人白密1997日本蝿人団体迎合会

市 政 概 要 平 成 1 0 年 度 四 日 市 市

編集後記

先日沌市神戸の里山で、「里山クリーンアッ

プ＆秋の味覚満喫大作戦」と題するイベント

を行った。里山に捨てられているゴミを拾い、

その後、さんまを蕊で焼き豚汁を食べながら

里山の未来を語るという企画であった。みる

みる内にゴミ袋は空缶で満杯となり、あちこ

ちにソファや冷蔵EIIなどの粗大ゴミが総てら

れていた。また竹林が雑木林を徐々に壷食し

つつあるような光俄も見られた。しかしまだ、

里山は班かさも残している。からすうりやり

んどうが鮮やかな秋の色を見せ、無数になっ

ているむかごが秋の味覚に加わってくれた。

この理かさを何とか将来にわたって残したい

と思う。S・T


